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●傍聴は先着順となります。 
●開催日時や場所が変更となる場合があります。また、議題な
　ど詳細についても担当課へお問い合わせください。

委員会・審議会を公開しています
公開予定の委員会・審議会

開催日 会議名ほか 担当課

5月  7日（木）
農業委員会
13：30～  
市役所 地下市民ホール

農業委員会
事務局

☎35－3141

5月11日（月）
庁議（幹部会）　
8：30～  
市役所 4階特別会議室

企画課
☎35－3131

5月15日（金）

公共交通活性化協議会・
総合交通協議会
13：30～　
市役所 4階特別会議室

都市整備課
☎35－3176

5月18日（月）
庁議（幹部会）　
8：30～  
市役所 4階特別会議室

企画課
☎35－3131

5月22日（金）
社会教育委員定例会議
13：30～　
市役所 3階行政委員会室

生涯学習課
☎35－3155

5月25日（月）
庁議（幹部会）　
8：30～  
市役所 4階特別会議室

企画課
☎35－3131
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豪
雪
に
よ
る
倒
木
の
処
理
に

お
困
り
の
方
へ■

身
の
回
り
の
倒
木
処
理

　

倒
木
を
買
い
取
る
団
体
が
あ
り
ま
す
の

で
、林
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
山
の
中
の
倒
木
処
理

　

倒
木
処
理
と
あ
わ
せ
て
周
辺
森
林
を
間

伐
さ
れ
る
場
合
は
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、飛
驒
高
山
森
林
組
合
ま
た
は
林
務

課
、各
支
所
基
盤
産
業
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
倒
木
処
理
は
大
変
危
険
な
作
業
で
す
。

専
門
の
事
業
者
に
依
頼
す
る
な
ど
安
全

に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防ごう！火災
家
庭
で
の
火
災
予
防

◀

コ
ン
ロ
の
そ
ば
か
ら
離
れ
る
時
は
必

ず
火
を
消
す

◀

燃
え
る
も
の（
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
）

の
そ
ば
に
洗
濯
物
を
置
か
な
い

◀

寝
た
ば
こ
は
し
な
い

◀

火
災
の
早
期
発
見
、被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
、住
宅
用

火
災
警
報
器
や
消
火
器
を
設
置
す

る
。メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
忘
れ
ず
行
う  

ほ
か

屋
外
で
の
火
災
予
防

◀

火
災
警
報
発
令
中
な
ど
空
気
が
乾

燥
し
て
い
る
時
は
、た
き
火
、火
入

れ
、喫
煙
を
し
な
い

◀
家
庭
ご
み
な
ど
を
屋
外
で
焼
却
し

な
い

放
火
の
予
防

◀

家
の
周
り
に
紙
類
な
ど
燃
え
や
す

い
も
の
を
放
置
し
な
い

◀

ご
み
収
集
日
の
前
夜
に
ご
み
を
外

に
出
さ
な
い

一
人
ひ
と
り
の
注
意
で

火
災
予
防

◀

オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
な
ど
の
ボ

デ
ィ
カ
バ
ー
に
は
防
炎
品
を
使
う  

ほ
か

　この季節は空気が乾燥し、火災の起こ
りやすい気象状況となることが多いた
め、日ごろから火気の取扱いには十分注
意していても、ちょっとした気の緩みか
ら火災が発生します。

●平成27年３月31日、長野県岡谷市で、山林
にある墓地で線香に火をつけようとしたとこ
ろ、下草に燃え移り、３日間にわたって山火
事を引き起こしました。

●平成26年４月27日、岩手県盛岡市で、ごみ
焼きをしていたところ付近に燃え移り、９日間
にわたって山火事を引き起こしました。避難
指示は34世帯、避難勧告は87世帯におよ
びました。
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最近のケース

　林野火災はいったん発生すると、消防水利の不足
や火災現場へのアクセスが悪いことなど、消防活動
が困難で、被害が広範に及ぶとともに危険性が非常

に高まります。
　全国の統計によ
ると、林野火災の
主な原因は、たき
火やたばこの不始
末、火入れなどが
上位を占めます。
つまり、林野火災
は人的な要因で
発生しているので
す。一人ひとりの
注意で山火事を防
ぎましょう。

 Topic 危険な林野火災

消防署では水利の乏しい山林で消火
訓練を行い、いざという時のために
備えています。


